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 イチゴ新品種「華かがり」を育成しました！     （野菜・果樹部）  

○(新)土壌化学部では、以下の研究開発を実施します。 

 ・適正施肥・生理障害対策技術の開発 

 ・農薬の安全使用に関する研究           

 ・新品種育成や品種保護等、バイオテクノロジーを活用した研究開発    

 組織改編を行い新体制へ！          

（新）病理昆虫部 

花  き  部 

野菜・果樹部 

池田試験地 

作  物  部 

（新）土壌化学部 

平成２８年度より、環境部と生物機能研究部を組織改
編し、土壌化学部と病理昆虫部を新設しました。 

本県の冬春いちごは、岐阜県育成品種である「濃姫」が５５％、「美濃娘」が
２６％を占めています。このたび、さらに岐阜いちごブランドの向上を図るた
めに、新品種「華かがり」を育成しました。 
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○(新)病理昆虫部では、以下の研究開発を実施します。 

 ・安全・安心な農産物づくりのための病害虫防除に係る研究開発 

 ・化学農薬に替わる天敵微生物を用いた生物農薬の開発研究 

 ・遺伝子診断技術を用いた植物病害の感染原因の解明、防除技術開発  

農家のニーズにきめ細かく応えられるよう、組織改編の利点を最大限

に発揮していきたいと考えています。 

「華かがり」は、県内イチゴの主力産地である岐阜地域のシンボル「金華山」の「華」と、赤くて

大きな果実と清流長良川の鵜飼いの「かがり火」をかさねあわせ命名しました。本品種は、大果で

秀品率が高い、空洞がほとんどなく、果汁が滴り落ちるほどジューシーという果実品質に加え、連

続出蕾性があり多収であるという特徴を持ちます。 

今後、試験栽培を進め、平成３０年頃に本格出荷を目指します。 



 人  事  異  動 （平成 28年４月１日付 ）       よろしくお願いします。 
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 水田土壌の可給態窒素を加味した施肥法の開発に 
  取り組んでいます。                            （環境部）  

 小麦新品種「さとのそら」の施肥技術の開発              （作物部）  

 コメの収量や品質には、肥料だけではなく土壌からの窒素の

供給が大きく影響しています。このため、高品質なコメを安定

的に生産するためには、水田土壌の可給態窒素（いわゆる地

力）を考慮し、窒素の施肥を適正に行うことが重要です。 

 水田土壌の可給態窒素を知るためには、これまでは長期間の

培養試験や煩雑な分析操作が必要でした。しかし、近年、短期

間で簡易に評価できる手法が開発されました。 

 そこで、今年度から、この簡易評価法に基づいた「ハツシモ

岐阜ＳＬ」の適正な施肥技術の開発に、中央農研を含めた共同

研究で取り組んでいます。 
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 岐阜県産小麦で約半分の作付面積を占める「農林61号」に縞萎縮病の発生が見られるようになり、

その対策として抵抗性品種の「さとのそら」へ転換することとなりました。初期生育が早く、分げつ

が出やすい本品種は、生育後半に窒素溶出の多い被覆尿素肥料を基肥に使用し、追肥をしっかり行っ

て有効茎を確保することでタンパク質含量が向上することが分かってきました。 

 平成２９年産より本格導入される「さとのそら」が、新たな岐阜県小麦として実需者から評価され

るよう、栽培マニュアルを整え生産支援をするとともに、追肥時期、追肥量の基準となる指標作りに

向けた試験に取り組んでいます。 

 

追肥時期の検討 
（追肥時期をずらして生育に対する影響を調査） 基肥種類の検討（後効きの肥料でタンパク質含量増加） 


